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『土佐日記』を読み直す 
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　『土佐日記』は、五十五日間におよぶ舟旅の日記であり、旅の始まりから終わりまでの枠組みの中に五十五日分の小単位が連なるという構造を持つ。そして、それら小単位の中には、その日に起きたことや思ったことでさえあれば、どのような内容でも書き込める自由さがある。小稿では『土佐日記』の中から三つの場面を取り上げて、この作品の多彩な魅力を探りたい。一つめは二月五日条 、舟旅の困難さや、世俗の人へのシニカルな批評意識、また緊密に照応しあう言葉 連鎖が看取される。二つめは十二月二十七日条で、土佐で亡くした幼い娘に対する悲嘆と思慕が書き記される。三つめは一月二十日条で、月の出入りを通して海の広がりを捉える方法や、 『古今集』撰者でもある紀貫之の文学論を読み取ることができる。キーワード……土佐日記（
T
osa-nikki ） ・日記文学（
L
iterature in diary form
） ・悲嘆と思慕（
G
rief  and Y
earning ） ・歌論（
T
heory of w
aka poetry ） ・翻訳（
T
ranslation ）
　　　
一
　
枠組みの中の自由
 　『土佐日記』は、紀貫之の手になる、仮名文による日記文学の嚆矢となる作品で
ある。かつて『古今集』の撰者であった貫之は、歌集成立 約三十年後にあたる承平四年（九三四）に、 四年間の土佐守の任期を終えて帰京の途に就くこと なった。『土佐日記』は、土佐国司の公館を出立してから自邸に帰り着くまでの、五十五日間におよぶ舟旅の日記である。　
周知のとおり、 『土佐日記』は次のように始まる。
　　
 男もすなる日記といふものを、女もしてみむとてするなり。それの年の師走の
　　
二十日あまり一日の日の、戌の時に門出す。そのよし、いささかにものに書きつく。
　
 
（一五頁）
　
まず「男性が書くという日記なるものを、女である私も試みてみようとして、こ
れを書くのである」という宣言がなされる。 「土佐日記の女性仮託」として知られる一文である。確認すれば、平安時代前期において日記を書くのは基本的に男性であり、文体は漢文もしくは変体漢文、内容は個人的な感慨ではな 公務の記録が主であった。貫之自身も、国司としての日々を漢文体によって書き していた であろう。 『土佐日記』の執筆にあたって貫之は、女性の「書き手」を設定するという思い切った手段をとることによって、男性官人であり 土佐守であるという本来の
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属性から離れて、 仮名文を用いて私的な感懐を書き記す自由を確保したのであった。また「それの年の……」以下には、この日記に記されるのは帰京の旅の顛末であることが、明記されている。こうした冒頭部分は、日 末尾の、　　
 忘れがたく、口惜しきこと多かれど、え尽くさず。とまれかうまれ、とく破りてむ。
 
（五六頁）
と呼応しており、 『土佐日記』と う作品の大きな枠組みを形成してい 。　
冒頭と末尾のあいだには、承平四年十二月二十一日の旅立ちから翌五年二月十六
日の帰邸にいたる五十五日間の記録が、一日も欠けること く連なっている。 『土佐日記』は、旅の始まりから終わりまでという枠組みの中に、五十五の小さなセルが並ぶという基本構造を持っていると捉えるこ ができる。日々の記録には、たとえば、　　
（一月）五日。風波やまねば、なほ同じところにあり。人々、絶えず訪ひに来。
　　
（一月）六日。昨日のごとし。
のような短いものも、そ 日の印象的な出来事や人々の言動を詳しく書き記した比較的長いものもある。 という形式には、その に起きたこと、あ いは考えたことでさえあれば、長短さまざまな内容を盛り込む ので 自由さがあ　『土佐日記』の魅力の一つは、こうした「枠組みの中の自由」に求められるのではないだろうか。この作品は、一言でいえば「 日記」な だ 日々の出来事以外に、古来の和歌にまつわる挿話があり、歌論 いってもよい内容も記されてる。また、世俗の人の浅薄な心に対する冷ややかな批評や、土佐で亡くし 子へのひたむきな思慕の情も書き込まれている。そして、簡潔で的確な仮名文によって海の広がり、深さ、美しさが 留められて い 『土佐日記』は、読者の見方応じて多彩な貌を見せてくれる、一筋縄では行かない古典なのである。　　
二
　
二月五日条―住吉明神の挿話―
　『土佐日記』の中で最もよく知られているのは、高等学校 国語の教科書でもなじみ深い、次の場面であろう。二月五日条 住吉明神 エピソードである。　　
 かくいひて、 ながめつつ来るあひだに、 ゆくりなく風吹きて、 漕げども漕げども、
後へ退きに退きて、ほとほとしくうちはめつべし。楫取のいはく、 「この住吉の明神は、 例の神ぞかし。 しき物ぞお すらむ」 とは、 まめくものか。さて、「幣を奉り給へ」といふ。いふに従ひて、幣奉る。かく奉れれども、もはら風やまで、いや吹きに、いや立ちに、風波のあやふければ、楫取、またいはく、 「幣には御心のいかねば御船も行かぬなり。なほ、うれしと思ひ給ぶべきもの奉り給べ」といふ。また、いふに従ひて、いかがはせむとて、 「眼もこそ二つあれ、ただ一つある鏡を奉る」とて、海にうちはめつれば、口惜し。さ うちけに、海は鏡の面のごとなりぬれば ある人のよめる歌
　
 　
 　　
ちはやぶる神の心を荒るる海に鏡を入れてかつ見つるかな
　
 　
 いたく、 「住江」 「忘草」 「岸の姫松」など ふ神にはあらずかし。目もうらうつら、鏡に神の心をこそは見つれ。楫取の心は 神の御心なりけり。
 
 
（四七～四八頁）
旅も終盤にさしかかった二月五日、 「書き手」たち一行を乗せた舟は紀淡海峡を渡りきって摂津国の沿岸を進んでいるのだが、思いがけない逆風と波に遮られて難破しそうな有様である。受難は住吉の神の神意によるのだという、もっともらしい楫取の進言に従って、舟の人々は大切な鏡――当時の人にとってはたいそうな貴重品である――を捧げ物として海中に投げ込むことになる。　
この場面には、たしかに『土佐日記』の「土佐日記らしさ」とでもいうべき特徴
が、まとまって現われている。まず海を渡ること 危うさ、恐ろしさ。 『土佐日記』は航海の記録である。 都育ちの貴族にとって 、 海を渡る旅は滅多 ない経験であった。船酔いに耐え、海峡を渡りきり、海賊 恐怖から逃れた いっても、ま まだ安心はできな のである。右の場面には 旅のスリリングさが表われ い 。　「書き手」をはじめとする舟の人々と楫取を対置することも、この作品の中にしばしば見られる構図である。帰京の日々を指折り数える「書き手」たち 、海 生きる楫取は、たまたま航海を もにしているとはいえ、まったく異質 存在であしかし、舟の人々は多少気に染 ない も、航海のプロフェッショナルであ楫取の言に従うしかない　また住吉大社は、海の神として人々の信仰を集めると同時に、 古今集』にもた
びたび登場する歌枕で「忘草」や「小松」が景物となる雅やかな地なのだが、この場面では、そう たイメージとは裏腹な、欲深で現金な神様とし 登場している。
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場面全体をしめ括る「楫取の心は、神の御心なりけり」という文言は、まるで「神様と楫取はぐるだ」とでも言わんばかりである。こうしたシニカルな批評精神もまた、 『土佐日記』を特徴づけるも の一つ　
そして、場面全体に、言葉と言葉の緊密な照応関係が張り巡らされていることに
も注目したい。たとえば、　　
○御心の「いかねば」御船も「行かぬなり」 （ 「心行く」は満足する意） 。
　　
○大切ではあるが「二つある眼」と「ただ一つある鏡」の対比。
　　
○「鏡」を投げ入れることによって海が 鏡」の面のように凪ぐ。
　　
○そのことによって神の心を「鏡」に映すようにあ ありと見る。
といった知的な言葉遊びを駆使することによって、出来事の全体が文章化されているのである。こうした文体から、短詩型である和歌の創作によって鍛え抜かれたのであろう、作者貫之の言語感覚を看取するこ ができよう。　
このように、二月五日条は内容的にも波乱に富み、 『土佐日記』の特徴を知る上
でも好適な場面 しか 、この一節のみによって『土佐日記』を知 たつもりになってしまう は、あまりにも残念なことなのではないか。　　
三
　
十二月二十七日条―「亡児哀傷」―
　『土佐日記』を通読したときに印象に残るのは、折に触れて「土佐で亡くした幼い娘」を偲ぶ思いが書き込まれていることである。舟の一行の中には、京 生まれた小さな娘 連れて下向したのに、その子を土佐で亡く てしまった父母が含まれており、 「書き手」は、この父母の悲しみに深 共感を寄せ いる。 「亡児哀傷」の記事は全六回で十二月二十七日、一月十一日、二月四日、二月五日（住吉明神の記事の直前） 、二月九日、 月十六日（日記の最終日＝帰邸の日） 見られ これらの中から、 「亡児哀傷」の初出である十二月二十七 条を読ん みよう。日記の記事が始まって七日目 長く港に停泊していた舟がいよ よ出航する日である つまり船出という節目において、亡 子が 出されているのである。　　
 二十七日。大津より浦戸を指して漕ぎ出づ。かくあるうちに、京にて生まれたりし女子、国にてにはかに亡せにしかば、このごろの出で立ちいそぎを見れど、何ごともいはず。京へ帰るに、女子のなきのみぞ悲しび恋ふる。ある人々もえ
堪へず。このあひだに、ある人の書きて出だせる歌、
　　　
Ａみやこへと思ふももののかなしきはかへらぬ人のあればなりけり
　　
また、ある時には、
　　
 　
Ｂあるものと忘れつつなほなき人をいづらととふぞかなしかりける
　　
といひけるあひだに……
 
（一八頁）
　
漕ぎ出した舟の中に、土佐で亡くした娘のことを思って、黙りこくっている人が
いる。四年間におよぶ国司の任期が終わって、ようやく待ち焦がれた帰京の時が訪れたのだが、この人の心は、亡くした娘のことで一杯である。亡児の親の「悲しび恋ふる」思い―― れは現代のグリーフ・ケアでいう「悲嘆」と「思慕」にも相当するであろう――に呼応する うに、同船する人々がＡとＢの二首の歌を詠む。まずＡ歌は、 「都へ帰ると思うにつけても悲しくてならな のは、決して帰らない人があるからなのだ と うもの。自分たちは「帰る」が、 亡くなった子は決して「帰らない」のである。この歌は、 『土佐日記』の旅が、 「帰らぬ人を思いながら、都へ帰る旅」であることを明示して 。Ｂ歌 、 「子を亡くした現実をふ 忘れて、あの子はどこにいったのかしら？と尋ねてしまっ りするのが悲しい」 というもの。「ある」と「なき」の対を用いて、いつも傍らにいた幼い子を失ってしまった悲しみが歌われている。子を失ったという重大事を忘れてしまったりするのは、その子と一緒にいることが、 たとえば呼吸をしているの 同じように、 あまりにも当然だったからに他ならないのであろう。　
旅の記録である『土佐日記』に、どうして「亡児哀傷」の思いがくり返し書き込
まれるのだろうか
（注１）
。このことについては、現実の紀貫之が土佐で娘を失ったことの
反映であ とも、当時としては老境に達した――六十代半ばかと推定される――貫之の喪失感を象徴するものであるとも考えられてき 。 ずれにして 、亡くなた愛児 存在は、 『土佐日記』に独特 陰翳を与えている。 亡児哀傷」 思いは、最終日である二月十六日のラストシーンにも書き込まれ おり、無事に「帰りついた」ところ 亡くなった子は「帰らない」と う、決して解消される とのない悲哀感の中で、この作品は終わってい 。現代 生き 私たちが、 『土佐日記』 旅に自分の人生を重ねて読むことができるとした 、亡くし 子どもの存在こそが鍵になるのだと思われる。
『土佐日記』を読み直す
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四
　
一月二十日条―和歌と漢詩―
　『土佐日記』は、広々とした海を渡る旅を記している。平安京の置かれた山城は内陸の国であり、当時の貴族の中には、海を目にすることなく生涯を終える人もいたことであろう。先立って成立した『竹取物語』の中にも、海のかなたへの想像力が認められるものの、実際に海を渡る日々を生き生きと描いた和文による作品は、
『土佐日記』が最初であると言ってよいだろう（海を渡る旅の歌は『万葉集』以来存在しているが） 。海 描写も、 『土佐日記』の読みどころの一つである
（注２）
。一例とし
て、一月二十日条を見てみよ　
一月十一日以来、悪天候のために、舟の一行は室津の港に停泊しつづけていた。
とうとう今日は二十日。夜中近くなって「二十日 月」が空 昇って た。　　
 二十日の夜の月出でにけり。山の端もなくて、海の中よりぞ出で来る。かうやうなるを見てや、昔、阿倍仲麻呂といひける人は 唐土にわたりて、帰り来ける時に、船に乗るべきところにて、か 国人、馬のはなむけし、別れ惜しみて、かしこの漢詩作りなどしける。飽かずやありけむ 二十日の夜の月出づるまでぞありける。その月は、海よりぞ出で る これを見てぞ仲麻呂 ぬ 「わが国に、かかる歌をなむ、神代より神もよん給び、今は上、中、下の人も、かうやうに、別れ惜しみ 喜びもあり、悲しびもある時にはよむ」とて、よめりける歌、
　　　　
青海原ふりさけみれば春日なる三笠の山に出でし月かも
　　
 とぞよめりける。かの国人、聞き知るまじく、思ほえたれども、言の心を 男文字にさまを書き出だして、こ ことば伝へたる人にいひ知らせけ ば、心をや聞き得たり む、いと思ひのほか む賞でける。唐土とこの国とは、言異なるものなれど、月のかげは同じことなるべければ、人の心も同じことにやあらむ。
　　　
さて、今、そのかみを思ひやりて、ある人のよめる歌、
　　
みやこにて山の端に見し月なれど海より出でて波にこそ入れ
 
（三三～三五頁）
　
都では東山の稜線（山の端）から出てくるはずの月が、ここ室津の港では海の中
から姿を現わし、また海の中に沈んでいくと記されている。果てしない海の広がり
が、空を渡る月の動きを通して捉えられているのである。やや唐突な連想かもしれない これは昭和 子どもが歌った、文部省唱歌「ウミ」の歌詞「ウミハ
　
ヒロ
イナ、大キイナ、ツキガノボルシ、日ガシズム」 （作詞・林柳波
　
作曲・井上武士）
などとも共通する発想であろう。単純明快ではあるが、美しく、そして説得力に富んだ仕掛けによって、無辺際の海の有様が描きとられているのである。ちなみに、地理的条件から考えると、当時の室津において月が海から出 ことはあり得 かったとする研究がある
（注３）
。この説に従えば、一月二十日条の海の描き方は、 『土佐日記』
の執筆者である貫之の創意工夫によると考えられよう。そして、都との対比という方法が、都の人々に海の様相を伝える上で効果的なものであ ことも、想像に難くないのである。　
さてこの日の記事は、海上で見た二十日の月についての記述のあいだに、 「かう
やうなるを見てや……」から「……月のかげは同じこ なるべければ、人の心も同じことにやあらむ」にいたる阿倍仲麻呂の歌にまつわる故事が挿入さ る いう構造を持つ。 その日に考え ことであればいかな 内容をも書き込むことのできる日記という形式の持つ自由さが、十二分 生 されているのであ 。仲麻呂 歌をめぐって、 「書き手」は次のようなことを記してい （順に符合をふす） ①遣唐使として唐に渡った仲麻呂が、いよいよ帰国 ことになり 唐の人々は餞別 宴を開き、 各々惜別の漢詩を作った。②漢詩のみでは意を尽くせないと感じた仲麻呂は、昔からの故国の習慣である 言 て、折から 二 日の月にちなんで、日本語による和歌を詠んだ。③仲麻呂の詠んだ歌 「青海原……」というも であ た。④和歌の意味するところを漢字（男文字） 書き表して、通訳を介して伝えたところ、日本語 わからない唐の人々も嘆賞してくれ ⑤中国語と日本語、言語は異 っても、月の光が同じであるよう 、人 心も同じな だ。　
仲麻呂の歌をめぐる叙述の中で、まず注目したいのは、③の「青海原」という歌
である。仲麻呂の歌として広く知られているのは、 『古今集』 羈旅部の巻頭歌 （四〇六番） 、 『百人一首』にも選ばれた「天の原ふりさけ見れば春日なる三笠の山に出でし月かも」である。 『土佐日記』は こ 歌の初句を 天空を意味する「天 原」から広々とした海を渡 旅にふさわしい「青海原」へ 、改変したのだと考えてよいであろう。 「青 原」は和 に用いられる とが稀なことばである 『土佐日記』に先行するものとして『万葉集』の次の例などが知られている。
（5)
　　
青海原風波なびき行くさ来さつつむことなく船は速けむ
 
（万葉集・巻二十・四五一四・大伴家持）
右の万葉歌は、渤海大使の餞別の宴のために大伴家持が詠んだもので、歌語「青海原（原文＝阿乎宇奈波良） 」には、 新羅使関係の漢詩に用いられる詩語「滄海」 「青波」の影響があるのではないかという指摘があ
る（注４）
。 「天の原」から「青海原」への改変
によって、 『土佐日記』の は、はるかな異国を想起させる広 りを持つことになった。　
また②には、仲麻呂の言として「日本においては、喜びにつけ、悲しみにつけ感
極まったときには、あらゆ 人々がお ずから和歌を詠む だ」という考え方が披歴されている これ 『古今集』 「仮名序」冒頭 「やまと歌は、 人 心を種として、よろづの言の葉とぞな りける。世 中にある人、ことわざ繁きものなれば、 に思ふことを、見るもの聞くものにつけて、言ひ出だせるなり」とも通じるもので一種の歌論と言っ よいであろう。　
そして④と⑤では、仲麻呂の歌の内容を漢字によっ 書き記して通訳に伝えさせ
たところ、唐の人々も大いに感動し共感してくれた と される。 こで言及されるのは、和歌の翻訳の可能性である。日本においては『古今集 成立に先立って、漢詩の一節を和歌に翻案する試み（ 『句題和歌』 ）や、反対 和歌の世界をふくらせて を創作する試み（ 『新撰万葉集』 ）がなされていたが、 『土佐日記』 、翻訳することによって、日本 が唐土の人々にも共感可能な、普遍性を持ち得 ことを主張してい といえよう。一月二十日条において、作者紀貫之 「書き手」の背後から、阿倍仲麻呂の故事に託して、自らの文学論を展開し るのであった。　　　　　　　
＊
　　　　　　　　　　
＊
　
以上本稿では、 『土佐日記』の三つの場面について述べてきた 過ぎないが、そ
れでもこの作品の多岐にわたる内容の一端を示し得たかと思う。 『土佐日記』は一筋縄では理解できない多様性を有する古典である。くり返し読むことによってさまざまな相貌を見せてくれる作品こそが「古典」であると言ってもよいかも れ い。『土佐日記』にかぎらず、教科書で出会った古典を読み直し、読み深めることによって、私たちは思いがけない知の世界に足 踏み入れる とができるのではな だろうか。　
＊
 『土佐日記』の引用・頁数は、 小学館新編日本古典文学全集『土佐日記
　
蜻蛉日記』
（菊地靖彦氏校注）による。
【注】（１）
 鈴木宏子「 『土佐日記』の亡児哀傷と「都へ帰る女」 」 （ 『古代文学』五十九号
　
二〇二〇年三月） 。
（２）
 鈴木宏子「 『土佐日記』の海」 （鈴木健一氏編『海の文学史』三弥井書店・二〇一六年） 。
（３）
 竹村義一氏『土佐日記の地理的研究
　
土佐国篇』 （笠間書院・一九七七年）
一七五頁。
（４）
 たとえば岩波文庫 万葉集（五） 』 （佐竹昭広氏ほか校注）など。
【付
 記】本稿は、令和元年（二〇一九）十月十九日、千葉大学教育学部二号館二二〇七教室において行なわれた第四十七回千葉大学国語科教育の会における、同題の講演のメモをもとに書き起こしたものです。そうした性質のため、本稿の「注」は最小限に留めております。より詳細な研究史については、 （１） （２）の拙稿や、それらに付載した参考文献を参照していただけましたら幸甚です。
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四
　
一月二十日条―和歌と漢詩―
　『土佐日記』は、広々とした海を渡る旅を記している。平安京の置かれた山城は内陸の国であり、当時の貴族の中には、海を目にすることなく生涯を終える人もいたことであろう。先立って成立した『竹取物語』の中にも、海のかなたへの想像力が認められるものの、実際に海を渡る日々を生き生きと描いた和文による作品は、
『土佐日記』が最初であると言ってよいだろう（海を渡る旅の歌は『万葉集』以来存在しているが） 。海 描写も、 『土佐日記』の読みどころの一つである
（注２）
。一例とし
て、一月二十日条を見てみよ　
一月十一日以来、悪天候のために、舟の一行は室津の港に停泊しつづけていた。
とうとう今日は二十日。夜中近くなって「二十日 月」が空 昇って た。　　
 二十日の夜の月出でにけり。山の端もなくて、海の中よりぞ出で来る。かうやうなるを見てや、昔、阿倍仲麻呂といひける人は 唐土にわたりて、帰り来ける時に、船に乗るべきところにて、か 国人、馬のはなむけし、別れ惜しみて、かしこの漢詩作りなどしける。飽かずやありけむ 二十日の夜の月出づるまでぞありける。その月は、海よりぞ出で る これを見てぞ仲麻呂 ぬ 「わが国に、かかる歌をなむ、神代より神もよん給び、今は上、中、下の人も、かうやうに、別れ惜しみ 喜びもあり、悲しびもある時にはよむ」とて、よめりける歌、
　　　　
青海原ふりさけみれば春日なる三笠の山に出でし月かも
　　
 とぞよめりける。かの国人、聞き知るまじく、思ほえたれども、言の心を 男文字にさまを書き出だして、こ ことば伝へたる人にいひ知らせけ ば、心をや聞き得たり む、いと思ひのほか む賞でける。唐土とこの国とは、言異なるものなれど、月のかげは同じことなるべければ、人の心も同じことにやあらむ。
　　　
さて、今、そのかみを思ひやりて、ある人のよめる歌、
　　
みやこにて山の端に見し月なれど海より出でて波にこそ入れ
 
（三三～三五頁）
　
都では東山の稜線（山の端）から出てくるはずの月が、ここ室津の港では海の中
から姿を現わし、また海の中に沈んでいくと記されている。果てしない海の広がり
が、空を渡る月の動きを通して捉えられているのである。やや唐突な連想かもしれない これは昭和 子どもが歌った、文部省唱歌「ウミ」の歌詞「ウミハ
　
ヒロ
イナ、大キイナ、ツキガノボルシ、日ガシズム」 （作詞・林柳波
　
作曲・井上武士）
などとも共通する発想であろう。単純明快ではあるが、美しく、そして説得力に富んだ仕掛けによって、無辺際の海の有様が描きとられているのである。ちなみに、地理的条件から考えると、当時の室津において月が海から出 ことはあり得 かったとする研究がある
（注３）
。この説に従えば、一月二十日条の海の描き方は、 『土佐日記』
の執筆者である貫之の創意工夫によると考えられよう。そして、都との対比という方法が、都の人々に海の様相を伝える上で効果的なものであ ことも、想像に難くないのである。　
さてこの日の記事は、海上で見た二十日の月についての記述のあいだに、 「かう
やうなるを見てや……」から「……月のかげは同じこ なるべければ、人の心も同じことにやあらむ」にいたる阿倍仲麻呂の歌にまつわる故事が挿入さ る いう構造を持つ。 その日に考え ことであればいかな 内容をも書き込むことのできる日記という形式の持つ自由さが、十二分 生 されているのであ 。仲麻呂 歌をめぐって、 「書き手」は次のようなことを記してい （順に符合をふす） ①遣唐使として唐に渡った仲麻呂が、いよいよ帰国 ことになり 唐の人々は餞別 宴を開き、 各々惜別の漢詩を作った。②漢詩のみでは意を尽くせないと感じた仲麻呂は、昔からの故国の習慣である 言 て、折から 二 日の月にちなんで、日本語による和歌を詠んだ。③仲麻呂の詠んだ歌 「青海原……」というも であ た。④和歌の意味するところを漢字（男文字） 書き表して、通訳を介して伝えたところ、日本語 わからない唐の人々も嘆賞してくれ ⑤中国語と日本語、言語は異 っても、月の光が同じであるよう 、人 心も同じな だ。　
仲麻呂の歌をめぐる叙述の中で、まず注目したいのは、③の「青海原」という歌
である。仲麻呂の歌として広く知られているのは、 『古今集』 羈旅部の巻頭歌 （四〇六番） 、 『百人一首』にも選ばれた「天の原ふりさけ見れば春日なる三笠の山に出でし月かも」である。 『土佐日記』は こ 歌の初句を 天空を意味する「天 原」から広々とした海を渡 旅にふさわしい「青海原」へ 、改変したのだと考えてよいであろう。 「青 原」は和 に用いられる とが稀なことばである 『土佐日記』に先行するものとして『万葉集』の次の例などが知られている。
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